
K・Endo 

氏 名 K・Endo 

  

生年  

 死亡年  

出身地  

父親  

母親  

兄弟他  

  

朝日軍在籍期間 1938 

ポジション P 

記事 1972 Winnipeg 

遺族  

連絡先  

 

   K. Endo の情報は全く解らないが、2003 年バンクーバー朝日がカナダ野球殿堂入りした時には

選手登録がなされている。又、2005 年の BC 州スポーツ殿堂にも登録されている。 

2003 年 

Vancouver Asahi - Canadian Baseball Hall of Fame and Museum 

 

2005 年 

Vancouver Asahi - BC Sports Hall of Fame 

 



 

次に、Pat 足立氏の Asahi Legend in baseball で 1972 年 10 月に行われた Asahi Reunion では 

『 Endo、Ｋ （Ｐ）1938 年 Ｗｉｎｎｐeｇ』 と書かれているためこの時 Endo はウイニペグに居たと思われる。 

 

   

当初、K.Endo について遠藤敬事(鳥取県出身)ではないかと調査するも 1938 年当時、彼は５４才で

あったので年齢的に見て合致しないと判断し除外する。 

Keiji Endo 

He was born on 22 September 1884. He was a gardener. His family includes Kiku Endo 

(wife). His home address is listed as 1758 West 7th Avenue, Vancouver, BC. He was forcibly 

uprooted to Copper Creek, Princeton, BC and Blue River, BC. He was exiled to Japan on 31 

May 1946. 

引き続き調査を実施 

 ☆ 日系カナダ人の各種名簿や大陸日報の記事で”Endo”の名前を調査する。遠藤あるいは円戸の

姓で年令を勘案し野球と繋がる人物を調べた結果、該当するのは円戸正二しか見当たらなかっ

た。  しかし円戸正二のイニシャルは K を持たない。 そのため更に調査中である。 

しかし、そもそも 2003 年の野球殿堂入りの時本来であれば M.Endo と記載すべきなのに間違って

K.Endo と記載ミスをしたのではないかと疑ってしまう。 

————————————————————————————————————————— 

 

では、円戸正二（正治 or 正次）の個人情報を調べると以下になる。 

Masaji Endo 

He was born on 15 August 1916. His family includes Tokuno Endo (mother) and Yaichiro Endo 

(father). 325 Wesst 4th Avenue, Vancouver, BC is listed as a former address. He was forcibly 

uprooted to Angler, ON; Neys, ON; Fort William, ON; and Lemon Creek, Slocan, BC. 



 

円戸正二 

1916 年 8 月 15 日生まれ。家族は Tokuno Endo（母）、Yaichiro Endo（父）。325 Wesst 4th Avenue, 

Vancouver, BC が旧住所として記載されている。ON 州アングラー、ON 州ネイス、ON 州フォート・ウィリ

アム、BC 州スローカン、レモン・クリークに強制移住。 

この時円戸正二は 22 才になるので年令的に見て野球には適正である。 

1930.6.27 遠藤正治（表記の 遠藤は円戸の間違いではないか）  サイモン・フレーザー校に入学している。      

                                                 （この時円戸正二 ：14 才） 

 

1936.1/31 円戸正二は美加登の運動部長になる。 

 

 

 

 

 

 



1939 年 4 月 5 日  円戸正二は美加登の 2 塁手として登録されている。 

 

1935.3.16   大陸日報 美加登の記事の中に円戸は投手であった記述がある。 

 

1940.6.5The New Canadian 付けの記事によると美加登の 2 塁手に Endo選手が在籍している。 

 

 



  このように円戸正二は 1936 年～1940 年の間、美加登野球団に属し投手であり内野手であったこと

が解る。 但し朝日で活動した記録はなかった。 

   

 更に後藤紀夫著 201 ページにはアングラー収容所を出所した時、ハリー宮崎や宮崎茂、林源治な

ど野球をしていた人と一緒に写っている円戸正二氏の写真も見られる。 

 

 円戸正二の出身地は和歌山県東牟婁郡下里村で父は円戸弥市郎で常盤湯の店主であった。 

 

 

1917 年 1.1 年賀広告 

圓戸弥一郎 常盤湯 パウエル街 237 

 

 

 

Yaichiro Endo 
He was born on 11 May 1879. He was a fisherman employed by New England Fishing Company, Vancouver, BC. 

His family includes Haru Endo (mother; nee Haru Higashi), Shohochi Endo (father), Tokuno Endo (wife), Mitsuo 

Endo (daughter), Uchii Endo (daughter), Masaji Endo (son), Masatomo Endo (son), and Miyoko Endo (daughter). 

His home address is listed as 325 West 4trh Avenue, Vancouver, BC. He was forcibly uprooted to Slocan, BC. 

 

 



 円戸正二の姉である円戸百合子と伊藤忠三郎の結婚 1934.2.17 

ENDŌ, Yaichirō (円戸彌市郎) Shimosato-mura (和歌山県東牟婁郡下里村)  

 sp - Tokuno (とくの)  

 1d (cb) - Yuriko (百合子)  

 2d (cb) - Tokiko (時子)  

 1s (cb) - Shōji [Masaji] [Seiji] (正二)  

伊藤忠三郎  

 大正 2 年(1913) 3 歳で父（忠吉）と渡加。大正 6 年(1917)７歳で帰国、入江尋常高等小学校に

入学。昭和 2 年(1927)大津商業卒業後に再度渡加。トロントでは水無月会で湖舟の号で俳句

の指導  （出典：川崎愛作「海を渡った近江の人たち」、滋賀県、1986 年）  

Chusaburo Ito 
He was born on 1 January 1910. He was a confectioner. His family includes Sayo Ito (mother; nee 

Sayo Matsubayashi), Chukichi Ito (father), Yuriko Ito (wife; nee Yuriko Endo), Louise Ito [also 

listed as Michiko Ito] (daughter), and Lloyd Ito [also listed as Takemi Ito] (son). 1911 Powell 

Street, Vancouver, BC is listed as a former address. He was forcibly uprooted to Slocan, BC and 

possibly Ontario. 
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Yuriko Ito 

She was born on 19 October 1914. She was a housewife. Her maiden name was Yuriko Endo. Her 

family includes Chusaburo Ito (husband), Louise Ito [also listed as Michiko Ito] (daughter), Lloyd 

Ito [also listed as Takemi Ito] (son), Tokuno Endo (mother; nee Tokuno Hama), and Yaichiro Endo 

(father). Her home address is listed as 325 West 4th Avenue, Vancouver, BC. She was forcibly 

uprooted to unknown. 

 「カナダ在留同胞総覧」（大正 1-10 年）には、伊藤忠吉、妻そよ、長男忠三郎、二男一蔵（カナ

ダ生、死亡）、三男又蔵（カナダ生）の記載がある。 

 

 

 

 


